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　まず、 1 月 1 日に発生した能登半島地震で被害にあわれた方々に深くお見舞

い申し上げます。 この極寒の時期に、 ライフラインが壊され、 避難生活を余儀な

くされている状況を想像しますと、 こころが痛くなります。 一日も早い復興をお祈

りいたします。

　さて、 2024 年は辰年。 すべての事が昇り龍のごとく、 上に高く、 飛躍するこ

とを願います。 　昨年は、 看護職の議員さんのご尽力のお蔭様で、 看護職にとっ

て看護職の処遇改善の火蓋が切って落とされました。 これから、 すべての看護

職に実現されますように、 期待しましょう。 看護補助者の採用に、 ご苦労されて

いる看護管理者の方々に光が差しました。

　2024 年は、 医療 ・ 介護 ・ 障害福祉分野のトリプル改定の年です。 処遇改善

は勿論 DX、 ICT、 医師の働き方改革、 人材確保 ・ 育成など多くの壁が待って

います。 中央の動きに関心を寄せ、 乗り遅れないように、 現場の看護管理者の

皆さんにはご活躍を期待しております。

　鹿児島県看護連盟は、 今年も、 看護協会と連携を密に撮り、 看護協会の政策

実現のために精進してまいります。 また、 「現場の声」 に耳を傾け、 看護連盟の

存在感を感じていただけるよう組織強化に努めます。 看護の現場が、 元気でな

いと県民の命は護られません。

　現場で孤軍奮闘して頑張っている看護職の皆様が、 希望がもてる社会を目指

します。

　2024 年が、 皆様にとって実りある一年になりますよう祈念しております。

　今年も、 どうぞよろしくお願い申し上げます。

　新年のご挨拶を申し上げます。

　辰年の幕開けと同時に、 能登半島を襲った大規模災害。

ここに亡くなられた方々のご冥福を祈り、 被災された全ての

方々に心からのお見舞いを申し上げます。 また、 災害地域

で支援活動に尽力されている会員、 看護職の皆さまに敬意

と感謝を表します。

　2024 年は医療 ・ 介護 ・ 障害福祉分野のトリプル改定の

年です。 処遇改善、 ICT、 ロボットの導入等による職場環

境の改善、 人材の養成 ・ 確保 ・ 定着対策、 医師の時間外

労働時間の上限規制によるタスクシフト / シェア、 第 8 次

地域医療計画のスタート等々、 目が離せません。

　看護連盟は 2024 年も変わることなく、 「現場の問題」

を看護政策としてその実現に向け活動し、「看護連盟があっ

てよかった」 と存在意義が実感できる組織作り、 活動を目

指してまいります。

　さて、 時期不明ですが 2024 年は衆議院選挙の年にな

るでしょう。 そして、 組織内候補者予定者 「石田まさひろ

参議院議員」 の後援会も発足いたしました。 現在の 4 人

の看護職国会議員が一人も欠けることなく活動していただ

けるよう皆で協力し合いましょう。

　新年明けましておめでとうございます。

　年明け早々能登半島地震が発生し多くの尊い命が奪わ

れ、 今もなお安否不明の方や避難所生活を余儀なくされて

いる方々に加え、 現地の看護職のご苦労はいかばかりかと

心配されている方も多いのでないでしょうか。 本協会としま

しては、 まずは日看協からの災害支援ナースの派遣要請等

に迅速に対応できるよう準備を進めているところです。

　一方、 30 年ぶりに改訂された 「看護師等の確保を促進

するための措置に関する基本的な指針」 に基づき、 看護職

の 「養成」 「処遇の改善」 「資質の向上 「就業の促進」 等

を推進するためには、 協会と連盟の協働が更に必要だと考

えております。 本年 1 月 13 日に開催された協会地区長と

連盟支部長との初の意見交換会では、 それぞれの役割を

確認するとともに、 会員確保についての現状や課題を共有

する貴重な場となりました。

　今後とも貴連盟との連携強化を図るとともに、 魅力ある

協会活動 ・ 事業の見える化に努めますので、 引き続き、

連盟会員の皆様のご理解ご協力の程よろしくお願いします。
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　謹んで新春のお喜びを申し上げます。
　また、年初めの能登半島地震で被災された方々には心よりお見舞
い申し上げます。少子高齢化で地方は厳しい状況です。次世代に送
り継ぐ日本のための医療・介護の在り方、人材育成など多くの課題
に取り組んでいく必要があります。地域事情は其々で、まさに人こ
そが街をつくり、人こそが雇用を支えています。世界情勢の変動、
コロナ禍で拡大した DX など多くの事柄が急速に変化しています。
このような変化を看護業務の効率化、看護の専門性の向上、地域医
療の推進につなぐ方法を常に考えています。
　昨年 12 月には皆様のご支援のもと文部科学副大臣を拝命いたし
ました。子どもたちの心身を健やかに伸ばすことができる教育文部
科学行政に全力で取り組んでまいります。時代は大きく動いていま
すが、いつの時も政策立案の基本となるのは現場の声です。人や社
会を支える看護が、時勢に基づき、変革することを貴連盟の皆様と
一緒に支えてまいりたいと存じます。

　新年明けましておめでとうございます。穏やかな初
春に鹿児島県看護連盟の皆様のご健勝を慶賀申し上げ
ます。国内外の情勢変化激しい折、一貫して国民福祉
の向上にご尽力賜り誠にありがとうございます。
　尊厳を重視した包摂性の高い成熟社会を形成してい
く上では、看護政策をはじめ社会保障制度のさらなる
充実強化が不可欠です。各々が幸せを実感できる人生
100 年時代となるよう、皆様とともに専門職の知見を
活かして、変化に対応する公共政策を着実に実現して
まいります。
　先の臨時国会おいて、衆議院東日本大震災復興特別
委員会の委員長に選任され、党政調では前年に続き、
性的マイノリティ特命委員会の委員長を務める他、女
性の生涯の健康に関するＰＴで座長を預からせていた
だいております。いずれも時機を失することなく解決
策を講じるべく、現場優先に広く意見を聴取して、粘
り強く議論を展開しております。
　各地でご活躍の皆様の笑顔が守られ、ご家族共につ
つがなく過ごされますことを願い、新年のご挨拶とい
たします。

　謹んで新年のご挨拶を申し上げますとともに、この度の地震により被災
された皆さまに心よりお見舞い申し上げます。
　皆さまに国政の場へ送り出していただいてから約 1 年半が経過しました。
昨年の国会では、参議院の委員会で、看護職の処遇改善、来るべき有事に
備える内閣感染症危機管理統括庁への看護職の積極的な登用、訪問看護へ
の支援等を訴えました。通常国会においては、看多機の定義を明確にする
介護保険法等の改正もなされ、看護師出身の弁護士として看護職に関する
法律を整備する自身の役割を再確認したところです。
　看護職の処遇改善については、昨年の当選後、寝たきりだった医療職俸
給表の改定がなされ、選挙で訴えていたことが１つ実現しました。本年の
診療報酬等のトリプル改定に向けての議論も加速していきます。この改定
が皆さまの給与アップに繋がるようにしっかりと取り組んでまいります。
　看護の現場の声を国政に！本年が皆さまにとってよりよい一年となりま
すよう祈念致します。

　鹿児島県看護連盟の皆様、日頃より多大なるご
支援を賜り誠にありがとうございます。
　「看護婦等の確保を推進するための措置に関す
る基本的な指針」が 31 年振りに改定されました。
これは、日本看護連盟・日本看護協会から指針改
定の要望が看護問題小委員会に提出され、政府へ
改定を要請した賜物です。看護師の確保推進とい
う指針の目的を果たすため、時代に即した指針へ
の改定が実現しました。
　国会においては、予算委員会理事（次席）、厚
生労働委員会委員、参議院自民党国会対策委員会
副委員長を拝命いたしました。特に、予算委員会
は社会の注目を集める難しい委員会ですが、役目
をしっかりと果たしていけるよう尽力いたします。
また、国会対策委員会副委員長として円滑な国会
運営に向けて走り回ると共に、厚生労働政策を推
し進めていきます。
　本年も引き続き、現場の声をしっかり受け止め、
看護連盟・看護協会と連携しながら活動して参り
ます。
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こ
の
世
で
生
活
す
る
っ
て
ほ
ん
と
大
変
で
す

よ
ね
～
、
昔
、
人
類
が
ま
だ
狩
り
を
し
て
い

た
時
代
、
考
え
る
事
が
ご
く
シ
ン
プ
ル
で

「生

き
る
、
産
む
、
育
て
る
」
く
ら
い
だ
っ
た
と
か
。

今
は
、
お
金
が
た
く
さ
ん
ほ
し
い
、
他
者
か

ら
よ
く
見
ら
れ
た
い
あ
れ
こ
れ
も
な
ど
多
種

多
様
な
欲
求
が
多
く
多
種
多
様
な
ス
ト
レ
ス

が
増
え
て
き
た
。
自
分
が
や
り
た
い
事
な
ら

ま
だ
し
も
他
人
の
目
を
意
識
し
て
歩
む
人
生

は
、
他
人
の
人
生
に
な
っ
ち
ゃ
う
し
他
人
軸

の
生
き
方
で
一
生
終
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
あ

の
世
の
方
が
楽
か
も
ね
～
と
つ
い
思
い
た
く
な

る
。

　

だ
け
ど
、
自
分
で
自
分
の
人
生
を
終
わ
ら

せ
た
ら
絶
対
ダ
メ
よ
ね
。
ゲ
ー
ム
し
て
て
、

う
ま
く
行
か
な
い
か
ら
リ
セ
ッ
ト
し
て
始
め
か

ら
す
る
な
ん
て
絶
対
や
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
（私
、

ゲ
ー
ム
ほ
と
ん
ど
し
た
こ
と
な
い
け
ど　

苦

笑
）。
そ
の
中
で
、
自
己
満
足
で
よ
い
か
ら
工

夫
し
な
が
ら
生
き
な
き
ゃ
ね
。

　

高
校
卒
業
し
て
看
護
助
手
で
働
き
始
め
、

夜
勤
で
初
め
て
患
者
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
時
、

先
輩
に

「
患
者
さ
ん
の
ご
家
族
が
く
る
ま
で
、

付
き
添
っ
て
て
」
と
言
わ
れ
個
室
に
私
一
人

ご
遺
体
の
横
に
座
り
そ
の
姿
を
じ
ー
っ
と
見

な
が
ら
思
っ
た
。
今
ま
で
動
い
て
い
た
も
の
が

と
ま
っ
た
瞬
間
、
こ
の
世
か
ら
あ
の
世
に
変
わ

る
。
こ
の
境
界
線
っ
て
何
な
ん
だ
？　

そ
の
線

超
え
た
ら
ど
こ
い
く
？
ど
う
い
う
こ
と
？
と

思
っ
た
事
を
今
で
も
覚
え
て
る
。

　

亡
く
な
っ
た
後
の
話
は
、
諸
説
あ
る
。
私

は
、
肉
体
に
終
わ
り
は
あ
る
け
ど
、
魂
は
永

遠
。
こ
の
世
が
仮
の
世
界
で
、
あ
の
世
が
本

来
い
る
世
界
っ
て
思
う
。
だ
か
ら
足
腰
が
立

つ
う
ち
に
や
り
た
い
リ
ス
ト
書
い
て
た
く
さ
ん

行
動
し
た
方
が
良
い
よ
ね
。
ち
な
み
に
私
の

や
り
た
い
リ
ス
ト
の
中
に
は

「
社
長
に
な
る
」

「
親
を
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら

で
き
る
か
ぎ
り
自
宅
で
み
る
」
「
絵
本
作
家
に

な
る
」
っ
て
い
う
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
が
以
下

の
通
り
。

　

50
歳

（
２
０
２
０
年
３
月
）、
2
人
の
子
供

た　

ち
が
社
会
人
に
な
っ
た
こ
と
や
要
介
護

状
態
の
両
親
の
介
護
量
が
増
え
て
き
た

（
姉

が
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
）
こ
と
を
機
に
早
期
退
職
。

姉
と
一
緒
に
両
親
の
介
護
を
す
る
生
活
が
始

ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
同
年
、
私
の
退
職
月

の
３
月
に
母
、
８
月
に
父
が
永
眠
。
退
職
し

て
か
ら
介
護
を
す
る
期
間
は
そ
ん
な
に
長
く

は
な
か
っ
た
け
ど
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
あ
っ
た

か
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

要
介
護
状
態
に
な
っ
て
か
ら
約
10
年
。
そ

の
間
、
医
療
機
関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

等
の
専
門
職
の
方
た
ち
と
の
話
し
合
い
の
場

が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
私
た
ち
姉
弟

が
近
く
に
住
ん
で
い
た
の
で
話
し
合
い
の
場
に

は
、
そ
の
都
度
、
立
ち
会
う
事
が
出
来
、
両

親
の
意
向
に
沿
っ
た
生
き
方
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
な
か
に
は
、
そ
う
い
う
環

境
で
は
な
い
高
齢
者
の
方
も
い
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
の
方
た
ち
の
支
援
が
で
き
た
ら
良
い

な
と
思
い
２
０
２
１
年
ラ
イ
フ
ロ
ー
ド

（
終
活

相
談
、
通
院
介
助
、
そ
の
他
の
生
活
支
援
等

（
全
額
自
己
負
担
））
を
起
業
し
ま
し
た
。
今

は
ま
だ
、
他
の
仕
事
を
複
数
か
け
も
ち
し
な

が
ら
や
っ
て
い
ま
す
が
、
自
分
ら
し
く
生
き

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
絵
本
作
家
に
な
る
」
に
つ
い
て
は
、
母
が

元
気
だ
っ
た
こ
ろ
に
聞
い
た
不
思
議
な
実
話

を
も
と
に
書
い
た
1
作
目
の
絵
本

「
つ
む
じ

風
に
な
っ
た
リ
ュ
ウ
」
を
2
0
1
7
年
に
（株
）

文
芸
社
よ
り
出
版
。
自
費
出
版
だ
っ
た
の
で
、

と
て
も
と
て
も
迷
い
ま
し
た
が
、
母
の
認
知

機
能
が
低
下
し
た
頃
に
少
し
で
も
楽
し
い
時

間
を
作
れ
る
か
な
と
考
え
思
い
切
っ
て
出
版

し
ま
し
た
。
い
つ
の
日
か
実
写
化
に
な
る
こ
と

を
密
か
に
願
っ
て
い
ま
す
笑
。
2
作
目

「
ご

先
祖
様
は
宇
宙
人
」
は
予
算
の
都
合

（
自
費

出
版
も
う
し
ま
せ
ん
笑
）
に
よ
り
待
機
中
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
配
信
し
よ
う
か
検
討
中
。
3
作
目

「
国
境
の
な
い
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
構
成
中
。
私

の
や
り
た
い
リ
ス
ト
の
一
部
は
こ
ん
な
感
じ
で

す
。

　

最
後
に
、
医
療
や
介
護
に
携
わ
っ
て
き
た
人

は
、
死
は
身
近
に
あ
り
ま
す
が
、
死
に
、
ほ

ど
遠
い
生
活
を
さ
れ
て
い
る
人
は
、
死
は
特

別
な
も
の
で
す
。
「
生
と
死
」
こ
れ
が
あ
っ
て

人
生
。
先
ず
そ
こ
に
向
き
合
う
こ
と
。
病
因

の
ひ
と
つ
、
特
に
メ
ン
タ
ル
疾
患
は
、
他
人
軸

で
の
生
活
習
慣
が
過
度
に
続
き
自
分
ら
し
さ

が
失
わ
れ
た
時
だ
と
思
い
ま
す
。
良
い
意
味

で
、
わ
が
ま
ま
に
生
き
る
事
を
お
す
す
め
し

た
い
。
先
人
た
ち
の
生
き
ざ
ま
を
身
近
で
見

さ
せ
て
頂
い
た
経
験
や
知
識
を
経
験
し
た
こ

と
が
少
な
い
人
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
で
考
え

方
の
選
択
肢
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
ま
だ
未
熟
で
欲
深
い
の
で
、
や
り
た
い

事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
体
が
自
由
に
動

け
る
う
ち
に
、
や
り
た
い
こ
と
や
り
ま
す
。　

最
後
ま
で
読
ん
で
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

67

F e at u r e特 集 19#

羽根田 十郎

ど
う
生
き
る
か

ど
う
死
ぬ
か

1970 年生まれ . 鹿児島市の病院（精
神科・心療内科）で看護師、ケアマ
ネジャーとして勤務 . ５０歳を機に
早期退職 . 現在は、終活サポートを
含めた生活支援サービス（全額自己
負担）ライフロードを起業 .
人は心の持ち方で幸にも不幸にもな
る . その心のバランスを上手にとる
ためのメッセージを発信し続けるこ
とを目指している .

終活ライフケアプランナーとして

現
代
生
活
の
複
雑
さ
と

自
分
軸
で
の
生
き
方

人
生
の
価
値
と

看
護
助
手
と
し
て
の
経
験

人
生
と
死
と

や
り
た
い
こ
と
リ
ス
ト

絵
本
作
家
へ
の
道



　

今
回
、
4
年
ぶ
り
に
令
和
5
年
度
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
と
合
同
研
修
会
が
、
沖
縄
を
含

め
た
九
州
各
地
よ
り
95
名
参
加
が
あ
り
鹿
児

島
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
日
本
看
護
連
盟
青
年
部
幹
事
の
岡

山
暁
憲
氏
よ
り

「
次
世
代
を
惹
き
つ
け
る
看

護
の
未
来
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
現
在
の
日
本
は
、
人
口
減
少

（
少

子
高
齢
化
）
が
も
た
ら
す
影
響
と
し
て
、
働

き
手
の
減
少
が
深
刻
化
で
、
医
療
・
看
護
の

分
野
で
は
医
療
の
DX
化

（
音
声
認
識
デ
バ
イ

ス
）
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
音

声
入
力
す
る
と
現
状
の
約
48
％
の
時
間
で
可

能
で
、
そ
の
他
、
外
来
受
診
の
ス
マ
ー
ト
化

な
ど
、
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
医
療
の
質
を
上

げ
て
い
く
こ
と
を
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
昨
今
、

若
手
の
政
治
離
れ
を
懸
念
さ
れ
、
ま
ず
は
次

世
代
を
理
解
す
る
こ
と
。
Z
世
代
の
特
徴
と

し
て
、
合
理
性
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
挙
げ
ら
れ
、

情
報
へ
の
感
度
が
高
く
、
堅
実
的
な
経
済
感

覚
が
あ
り
合
理
的
な
消
費
活
動
を
重
視
す
る

傾
向
に
あ
る
と
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
看
護
連

盟
と
し
て
、
１
．
看
護
が
能
力
を
発
揮
で
き

る
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。
２
．
次
世

代
の
特
徴
を
理
解
し
合
理
性
を
も
っ
て
説
明

し
仲
間
を
増
や
す
。
３
．
「
看
護
の
未
来
を
つ

く
る
」
こ
と
を
伝
え
広
め
て
い
く
そ
の
た
め
の

人
材
育
成
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
推

奨
さ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
役
職
ご
と
に
グ

ル
ー
プ
を
形
成
し
、
会
員
増
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て

「
現
在
の
課
題
を
明
ら
か
に
し

次
世
代
を
惹
き
つ
け
る
方
策
を
見
出
す
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。
課
題
で
は
、
「
施
設
の
管
理
者
が
連

盟
に
対
し
て
理
解
が
不
足
し
て
い
る
」
「
会
費

の
問
題

（
高
い
）」
「
連
盟
の
必
要
性
を
十
分

説
明
で
き
て
い
な
い
」
「
支
部
長
の
熱
量
の
問

題
」
「
中
堅
Ｎ
s
の
マ
イ
ナ
ス
発
言
」
な
ど
の

様
々
な
意
見
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　

方
策
と
し
て

「
協
会
と
の
共
存
を
考
え
る
」

「
研
修
の
ポ
イ
ン
ト
制
」
「
直
接
、
議
員
の
話

を
聴
く
機
会
を
つ
く
る
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
方
策
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

グ
ル
ー
プ
発
表
で
、
分
か
り
や
す
く
看
護
党

を
作
れ
ば
、
会
員
増
や
政
策
実
現
の
近
道
だ

と
問
わ
れ
、
可
能
な
ら
自
分
自
身
が
国
政
に

出
て
も
い
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
盛
大
な

拍
手
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
ど
の
地
域
で
も
、
同
じ
よ
う
な

問
題
や
悩
み
な
ど
抱
え
て
お
り
、
そ
の
対
策

に
も
苦
慮
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
講
演
や

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
い
ろ
い
ろ
な
意
見
や
考
え

を
聞
き
、
皆
さ
ん
前
向
き
に
捉
え
、
今
後
の

活
動
へ
の
活
力
と
な
っ
た
研
修
会
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

今
年
の
看
護
記
録
研
修
の
テ
ー
マ
は

『患
者

中
心
の
チ
ー
ム
医
療
を
実
現
す
る
た
め
の
看

護
記
録
』
～
時
短
・
共
有
・
連
続
性
を
目
指

し
て
～
で
、
講
師
に
は
鹿
児
島
大
学
病
院
医

療
情
報
部
の
教
授
兼
部
長
で
特
命
副
院
長
の

宇
都
由
美
子
先
生
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
91
名
の

参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
適
時
調
査
、
個
別
指
導
、
立

入
検
査

（
医
療
監
視
）
の
違
い
と
そ
れ
ぞ
れ

の
目
的
、
看
護
部
門
の
準
備
事
項
、
提
出

書
類
の
種
類
と
記
録
上
の
注
意
点
に
つ
い
て
、

経
験
に
基
づ
く
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
、
看
護

記
録
の
法
的
証
拠
能
力
を
精
確
に
把
握
す
る

た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
も
学
習
し
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
①
過
誤
問
題
と
な
っ
た

事
実
が
予
見
で
き
た
か
、
②
予
見
に
基
づ
き

回
避
で
き
た
か
、
③
因
果
関
係
が
あ
る
か
を

事
例
を
挙
げ
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

看
護
記
録
の
書
き
方
に
関
し
て
は
、
憶
測

や
予
想
、
個
人
見
解
な
ど
を
避
け
、
事
実
の

み
を
記
入
す
る
こ
と
、
職
業
用
語
や
独
自
の

記
号
の
使
用
を
控
え
、
医
療
者
以
外
で
も
理

解
で
き
る
内
容
に
す
る
べ
き
だ
と
の
コ
メ
ン
ト

も
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
看
護
記
録
の
目
指
す
べ
き
方
向

性
、
標
準
化
、
意
義
の
あ
る
記
録
、
ス
リ
ム

化
に
つ
い
て
、
看
護
記
録
の
法
的
位
置
付
け

や
役
割
、
具
体
的
な
記
入
方
法
に
つ
い
て
も

深
く
考
察
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
適
時
調
査
等
の
重
要
性

を
再
認
識
し
、
診
療
報
酬
や
訴
訟
に
関
わ
る

記
録
の
時
間
記
載
に
も
注
意
す
る
必
要
性
を

感
じ
た
」
「
看
護
記
録
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直

し
に
役
立
て
た
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
を
通
じ
て
、
看
護
記
録
を
客

観
的
か
つ
正
確
に
記
載
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
再
認
識
し
、
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
、
自
施

設
で
も
活
か
し
て
い
く
所
存
で
す
。
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野添　伊知雄（出水支部支部長）＝文・報告

研 修 報 告

九州ブロック協議会
会長/副会長/幹事長/
支部長/青年部合同研修会
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看護記録研修
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山内　雅人（鹿児島市白石病院）＝文・報告
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プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン(p

re
s
e
n
ta

tio
n
)

は
、
表
現
、
提
示
、
紹
介
と
い
う
意
味
で
す
。

元
々
は
ビ
ジ
ネ
ス
用
語
と
し
て
、
米
国
の
広

告
業
界
で
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

実
体
の
な
い
広
告
と
い
う
商
材
を
売
り
込
む

た
め
に
、
い
か
に
顧
客
を
説
得
す
る
か
と
い
う

目
的
で
広
ま
っ
た
活
動
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
聞
き
手
の
立
場
に
立
ち
な
が
ら

要
望
を
認
識
し
、
聞
き
手
が
知
り
た
い
情
報

を
伝
え
て
具
体
的
な
行
動
を
促
す
こ
と
が
必

要
で
す
。
自
分
が
伝
え
た
い
こ
と
を
主
張
す

る
だ
け
で
は
、
本
来
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
意
味
合
い
と
は
異
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

　
　

前
半
は
、
「
伝
え
る
プ
レ
ゼ
ン
技
術
」
と

し
て
、
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
プ
レ
ゼ
ン
技
術
に
つ
い
て
大
き
く

3
つ
に
分
け
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

1
つ
目
は

「
分
か
り
や
す
い
シ
ナ
リ
オ
」
で

す
。
シ
ナ
リ
オ
で
大
事
な
こ
と
は
、
分
か
り

や
す
い
こ
と
・
テ
ー
マ
を
絞
る
こ
と
・
中
身
を

最
低
限
3
つ
は
提
示
す
る
こ
と
で
す
。
テ
ー

マ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
加
え
、
聴
衆
の
興
味
が
あ

る
内
容
な
ら
自
然
と
聞
き
手
も
聞
く
姿
勢
に

な
り
ま
す
。
内
容
に
根
拠
と
事
実
を
加
え
、

筋
道
を
立
て
た
組
み
立
て
が
重
要
で
す
。

　

2
つ
目
は

「見
せ
る
ス
ラ
イ
ド
」
で
す
。

　

様
々
な
フ
ォ
ン
ト

（
書
体
）
の
中
か
ら
、
見

や
す
い
フ
ォ
ン
ト
を
選
択
し
、
文
字
の
大
き

さ

（
ポ
イ
ン
ト
）
も
大
き
く
す
る
だ
け
で
も
、

見
栄
え
と
ア
ク
セ
ン
ト
が
全
く
異
な
り
ま
す
。

短
文
・
単
語
化
を
意
識
し
、
1
ス
ラ
イ
ド
5

行
ま
で
と
す
る
こ
と
で
と
て
も
見
や
す
い
ス
ラ

イ
ド
に
な
り
ま
す
。
効
果
的
に
表
や
グ
ラ
フ

を
活
用
し
、
色
で
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
、
見
や
す

い
背
景
を
整
え
れ
ば
ス
ラ
イ
ド
の
完
成
で
す
。

　

3
つ
目
は

「伝
わ
る
ト
ー
ク
」
で
す
。

　

素
晴
ら
し
い
ス
ラ
イ
ド
が
完
成
し
て
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
も
相
手
に
伝
わ
ら

な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
聞
き
手
に

伝
わ
る
話
し
方
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
聞
き

手
を
全
体
的
に
見
渡
し
て
、
目
線
を
送
り
な

が
ら
反
応
を
確
認
し
ま
す
。
言
葉
だ
け
で
な

く
身
振
り
手
振
り
を
使
い
、
自
信
を
持
っ
た

表
情
で
話
し
ま
す
。
伝
え
た
い
こ
と
の
フ
レ
ー

ズ
の
前
に
一
呼
吸
置
く
こ
と
で
、
よ
り
強
調

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
原
稿
を
読
む

だ
け
で
は
、
「
伝
え
た
い
」
か
ら

「
早
く
こ
の

発
表
を
終
わ
ら
せ
た
い
」
に
目
的
が
変
わ
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
感
情
豊
か
に
自
分
の
伝
え

た
い
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

昼
食
を
は
さ
ん
で
、
午
後
か
ら
は
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
す
。
1
グ
ル
ー
プ
4
名
で
グ
ル
ー
プ

を
作
り
、
今
自
分
た
ち
が
伝
え
た
い
こ
と
の

内
容
を
ま
と
め
、
ス
ラ
イ
ド
資
料
を
作
成
し
、

発
表
ま
で
行
う
と
い
う
内
容
で
す
。

　

午
前
中
学
ん
だ
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
、

チ
ー
ム
で
役
割
分
担
を
行
い
、
和
気
あ
い
あ

い
と
作
業
は
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
わ
か
ら

な
い
内
容
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
で
確
認
し
、
講

師
へ
質
問
す
る
な
ど
と
て
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は

10
分
以
内
で
行
う
と
し
ま
し
た
が
、
ス
ラ
イ

ド
や
表
、
写
真
を
効
果
的
に
使
用
し
、
見
や

す
い
ス
ラ
イ
ド
を
作
成
し
て
い
ま
し
た
。
発
表

で
は
少
し
緊
張
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま

し
た
が
、
堂
々
と
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
改
め
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
自

身
も
様
々
な
場
面
で
ス
ラ
イ
ド
資
料
を
作
成

し
、
発
表
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
自
分
で
は

相
手
に
「伝
わ
っ
て
い
る
」
と
い
う
思
い
で
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
す
べ
て
で
は
な
い
の
で
す
が

「伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
」
部
分
も
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
様
々
な
研
修
や
発
表
会
の
場
だ
け
で

な
く
、
会
議
で
自
分
の
意
見
を
み
ん
な
に
伝

え
る
こ
と
も
１
つ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
研
修
を
受
け
た
方
が
、
様
々
な
場
面

で
よ
り
よ
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
手

助
け
に
な
れ
て
い
た
ら
幸
い
で
す
。
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四位　友樹（名瀬徳洲会病院）＝文・報告
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C o l u m n
彩 筆

畑中　勇二＝文

論理的には正しくても、賛成してもらえなかったり同意を得られなかったりすることも

有る。そこには専門性や職業倫理や組織文化によっての解釈の枠組みがあるからだ。お

互いにそれぞれの枠組みから自分の正当性を主張することは、自分の枠組みからは相手

の主張こそが問題に見えるからだ。そして相手がなぜそのような「馬鹿げた主張」をす

るのだと訝ってしまう。見ている景色が違うままでは何も変わらない。対岸から見てい

るだけをやめて、橋をかけ、対岸から自分を見てみよう。私とは私自身だけではなく、

私の環境も含まれているのだということに気づかされる。



広報委員：有木・森田・畑中

E d i t e r ' s  n o t e
編集後記

編
集
・
発
行/

 

鹿
児
島
県
看
護
連
盟 

広
報
委
員
会

印
刷
・
製
本/

 

ス
タ
ジ
オ
・
シ
ム
ノ
ー
ト
　
発
行
：
令
和
6
年
1
月
31
日

明けましておめでとうございます。

本号は新年号としての企画として看護の代表として活躍されている議員の先生に挨拶を頂きまし

た。コロナも 5 類感染となり様々な研修も開催できるようになり、研修の様子が記事となってい

ます。今後も様々な研修企画があると思いますので是非ご参加ください。

今年も皆様にご一読頂けるよう努力していきたいと思います。宜しくお願いします。


